
」
で
北
極
の
氷
維
持
を

石
炭
や
石
油
と
い
っ
た
化
石
燃
料
の
使
用
増
な
ど
に
伴
い
、
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
を
は
じ
め
と
す

る
彗
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
瞳
界
全
体
で
増
え
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
。
北
極
の
海
氷
は
減
り
、
今
後
、

夏
の
間
は
解
け
て
な
く
な
る
と
の
予
測
も
。
気
候
憲
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
際
枠
阻
み
「
パ

リ
協
定
」
は
、
気
温
上
昇
を
産
葦
命
前
か
ら
1
・
5
度
に
と
ど
め
る
目
標
を
掲
げ
る
。
各
国
の
対
策
強

化
に
向
け
、
1
1
月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
開
か
れ
る
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
菟
回
締
約
国
会
議

（
C
O
P
哲
で
も
議
論
さ
れ
る
。

中
緯
度
の
日
本
に
住
む
わ
れ
わ
れ

も
、
北
極
に
住
む
人
と
同
じ
緊
張

感
で
見
守
り
た
い
」
と
指
摘
。
1
北

極
の
急
激
な
変
化
は
温
暖
化
に
付

随
し
て
お
り
、
地
球
規
模
で
対
応

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調

する。

5
0
年

で
に
温
度
消
滅
も

◇
既
に
〓
度
上
昇

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
が
2

0
2
1
～
2
3
年
に
公
表
し
た
報
告

書
に
よ
る
と
、
2
0
世
紀
以
降
、
世

界
の
C
O
2
排
出
は
大
幅
に
増

え
、
世
界
の
年
間
平
均
気
温
は
既

に
産
業
革
命
前
か
ら
約
1
・
1
度

上
昇
。
2
3
年
の
世
界
の
平
均
気
温

は
1
8
9
1
年
の
統
計
開
始
以
降

一
番
高
く
な
っ
た
。

報
告
書
は
、
北
極
の
永
久
凍
土

融
解
や
積
雪
量
の
減
少
も
進
む
と

指
摘
。
夏
季
の
海
氷
は
、
5
0
年
ま
で

に
少
な
く
と
も
1
回
は
実
質
附
に

消
失
す
る
可
能
性
が
高
い
と
し

た。、
東
京
大
大
気
海
洋
研
究
所
の
吉

森
正
和
准
教
授
に
よ
る
と
、
北
極

は
温
暖
化
の
影
響
を
特
に
受
け
や

す
く
、
気
温
は
地
球
平
均
の
数
倍

の
ス
ピ
ー
ド
で
上
昇
。
人
工
衛
星

の
観
測
デ
ー
タ
な
ど
に
よ
れ
ば
、

海
氷
は
通
年
で
縮
小
し
て
い
る
b

吉
森
氏
は
海
面
上
昇
を
念
頭
に

「
北
極
の
変
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
北
極
外
に
も
影
響
し
得
る
。

C
O
P
誼
の
会
場
＝
2
0
2

3
年
1
2
月
、
ド
パ
イ
（
A
F

P
時
事
）

温
暖
化
対
地


